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論
掴

電

気

税

論

・

嫡
合
枇
曾
皐
概
念

財
産
生
命
保
険
・

聾措

描
岨

最
近
の
諸
国
幣
制
改
革
の
傾
向
・

美
濃
囲
騎
擾
史
・
.

大
阪
潟
替
曾
祉
の
業
務
錯

議

嶋

載

-
措
内
申
博
去
神
戸
正
雄

-
文
明
博
士
米
田
庄
太
郎

小

鳥

昌

太

郎

組問山申博士

開
持
棋
士

烏

相

神

品

中

士

黒

本正

巌融

-
担
済
型
土
菅
野
和
太
郎

担
油
開
町
市
μ

土

谷

口

緋
慨

ワ
l
グ
7

ン
教
授
の
「
景
気
艶
動
論
」

遇
貨
王
義
ご
リ
カ

l
ド
の
貨
幣
論
・
・
組
一
両
棋
士
有

地
方
費
に
封
す
る
固
庫
補
助
・

東
京
市
財
政
十
年
副
書
・

制
噛
円
棋
士

安

田

相
荷
量
ゴ
沙
見

吉

彦

井

活

元

七

三

郎



雑

錐

W
7

・E
ゲ
マ
ン
敬
技
師
『
骨
集
担
副
論
』

議

隷

り

l
グ
ア
J

教
授
の
「
景
気

盛
動
論
』

谷

口

吉

彦

ベ
ル
リ
ン
大
串
救
援

ド
イ
ツ
統
計
局
長
.
粂
ベ
ル
リ
ン
封

集
研
究
所
長
D
現
職
に
あ
る
エ
ル
ン
ス
ト
、
ワ
ー
ヂ
マ

y
氏
の

『
景
気
製
動
論
』
は
、
車
に
氏
白
地
位
か
ら
見
て
も
、
多
〈
の
朋

待
を
も
っ
て
共
O
公
刊
b
q
待
た
る
L
に
十
分
で
あ
っ
た
。
い
ま

昨
秋
に
至
っ
て
漸
く
公
に
さ
れ
た
此
の
書
を
手
に
し
て
、
先
づ

何
よ
り
も
感
ぜ
ら
る
h
A

と
と
は
、
此
の
書
に
封
す
る
人
々
の
朋

待
が
、
ま
づ
十
分
に
報
い
ら
れ
た
と
L
乙
で
あ
る
。

著
者
白
地
位
か
ら
常
然
に
考
へ
ち
る
t
A

如
く
、
叶
此
白
書
官
は
、

ベ
ル

H
ン
大
息
に
於
け
る
長
年
の
ア
カ
デ
ミ
ツ
シ
ユ
友
活
動

と
‘
特
に
景
気
研
究
所
の
任
務
に
件
ふ
柄
究
と
白
結
賀
で
あ

る
。
』
此
の
書
が
大
串
に
於
け
る
測
論
的
研
究
主
、
研
究
刷
に
於

第
二
十
凡
巻

四
六
λ

節

税

O 

け
る
賞
際
的
研
究
と
の
統
一
世
注
す
己
主
は
、
そ
の
内
容
を

瞥
し
て
直
ち
に
貌
は
る
h
所
で
あ
り
、
此
白
書
の
特
徴
の
一
つ

は
.
確
か
に
此
の
賄
に
あ
る
も
の
Le
思
は
れ
る
。

極
め

τ
一
般
的
危
概
評
を
下
す
-
な
ら
ば
、
従
来
の
ド
イ
ツ
陀

於
け
る
景
筑
研
究
は
、

一
般
に
『
叫
潤
倒
れ
』
白
傾
向
が
酬
い
。

且
且
相
荊
脚
占
勘
倫
・
と
銘
打
っ
た
論
者
で

一
一
聞
の
国
去
す
ら
杭
せ
て

ゐ
畠
い
も
の
も
あ
る
。
之
民
民
し
て
ア
メ
リ
カ
忙
於
吋
る
且
品
集

研
究
は
、

い
さ
a
A

か
『
数
字
倒
れ
』
白
誹
を
兎
れ
宇
、
数
字
的
計

算
に
研
究
の
全
国
主
奪
は
れ
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。
樹
E

見
て
森
を
見
ざ
る
ア
メ
リ
カ
式
も
.
殺
を
見
て
制
を
見
ざ
る
ド

イ
ツ
式
も
、
共
に
一
一
回
的
た
認
識
に
す
ぎ
十
、
世
界
経
済
的
現

賞
の
動
き
を
翻
山
岳
し
、
闘
民
経
消
の
現
段
階
を
現
貰
に
把
掘
す

い
づ
れ
も
不
十
分
と
一
一
一
同
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ワ
ー

ゲ
マ
ン
氏
の
新
著
は
、
ド
イ
ツ
の
町
一
時
愉
』
主
ア
メ
リ
カ
白
『
故

る
た
め
に
は
、

宇
』
止
の
附
に

一の
J
V
Y
テ

l
ぜ
を
求
め
ん
と
す
る
一
振
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
う
て

日
を
樹
め
て
所
剖
『
叫
論
家
』
町
攻

撃
す
る
と
共
に
、
自
家
の
理
論
的
系
統
を
打
建
て
ん
在
す
る
努

カ
を
見
せ
て
ゐ
る
。
と
の
と
と
は
叉
‘
景
気
研
究
に
封
す
る
民

Wagcmann(Ernst) Konjunkturlehre (19-:8) 
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旺〉

見
解
古込

ら
'品・
然
t亡

た琴
G 

』亡!主

君主
主.1"'fU 
象・ 2

と

れ
ま
τF 
経
済

『
景
気
礎
動
論
は
、

皐
陀
於
で
直
し
く
ゆ
る
か
せ
に
さ
れ
て
ゐ
た
封
象
l
l
D
特
殊

性
に
よ
っ
て
の
み
左
ら
子
、
更
に
又
、
就
中
一
の
か
山
町
附

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
』
研
究
の
訓
象
は
、
い
ふ
ま
で

も
な
く
現
貨
の
粧
叫
円
従
っ
て
運
動
形
態
に
於
け
る
縦
洲
で
あ

り
、
「
資
本
の
現
官
の
運
動
』
で
あ
り
可
料
済
の
湛
副
作
川
』
で
あ

る
o

方
法
上
に
於
て
『
そ
の
故
も
草
川
官
在
る
器
時
間

ι、
却
制
験
止

る 1111
も 車内
ので
であ
あり
る、

，:-:，) Il¥ 
来
得
る
限
り
幸荷
主事J
1:r. 
敷
串
白~
表
現
を
市I
fH 
T 

此
の
如
き
景
気
仙
川
究
は
そ
れ
肱
に

ド
イ
ツ
に
闘
す
る
限

り
、
従
来
の
閥
民
経
憐
嬉
に
刻
し
て
、

草
川
宮
な
影
響
を
獅
ら
詰

ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
余
の
見
る
脱
り
に
於
て
、
景
築
現
動
論
は

ド
イ
ツ
白
岡
氏
魁
隣
接
-
に
到
し
て
、

期を
待結
す貿
る'1t-
o L 
Z高め
一五事
にe1，
、せ

アし
よめ

iiき
眠、ー

E-主一
風.-一一宮、集票
九る方

院で法
にあに
ら責冬
本うて
'fi b日、
E と之

夫
ふ
ま
で
に
祇
裂
し
た
研
究
方
法
に
封
し
て
、
概
念
及
び
凪
暗
躍

..• 

‘. 

の
確
向
た
る
下
陪
建
築
を
提
供
し
得
ベ
〈
此
の
下
居
建
築

雑

鋭

ヲ

t
F
マ
シ
敬
技
白
『
景
気
盤
動
論
』

は
、
隠
史
曲
申
流
が
年
の
組
過
主
共
に
多
数
の
有
力
な
代
表
的
人

君
失
っ
て
ゐ
る
時
に
於
て
、
ま
す
(
毒
で
あ
る

J
第
二

に
か
ミ
る
景
気
研
究
は
、
『
昨
昨
山
町
一

r山
町
方
法
|
|
次
第
に
趨

世
川
的
な
、
多
少
は
才
気
ば
っ
た
将
棋
遊
び
-EE--z
・
・
佐
野
貸
し

て
、
買
陀
好
ん
で
無
銭
左
方
法
論
的
論
争
に
大
切
な
智
力
在
費

す
則
の
例
目
先
方
法
け
ー
に
釘
し
て
、
輩
同
た
昨
h
t
v
一
附
拾
に
之

を
立
脚
せ
し
む
る
い
に
一
頁
献
す
る
で
あ
ら
う
と
自
任
す
る
。
他

方
K
M官
て
制
品
ん
恥
訓
究
は
、
著
者
紅
よ
れ
ば
『
特
に
料
消
指
制
中
山

見
地
』
に
於
て
研
究
さ
れ
、
『
私
粧
掛
撃
と
闘
氏
終
消
躍
と
の
問

の
一
一
砲
の
連
現
在
し
て
護
達
し
た
』
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日

の
『
困
難
な
る
時
代
に
於
け
る
経
済
指
導
乃
若
粧
済
政
策
主
解

決
す
べ
き
軍
大
・
な
る
任
務
一
一
世
之
に
負
術
す
る
と
と
を
も
忘
れ

て
ゐ
な
い
。

剛
宜
皆
同
た
内
容
を
三
百
到
に
縄
め
上
げ
た
手
闘
の
一
容
を
先
づ

二
大
別
し
て
、
前
総

E
『
↑
般
景
挺
論
」
'
と
し
て
別
論
的
研
究

に
、
後
綿
を
『
肱
川
景
気
論
』
・
と
し
て
宜
際
的
耐
究
に
充

τる。

前
畑
酬
は
先
づ
『
材
輸
』
に
於
て
『
近
間
景
気
論
白
成
立
』
主
命
じ

銘
二
十
λ
を

聞
大
丸

第

腕
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a. a. O. Vorwort. III 
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雑

録

w
y
l
u
ゲ
マ
ン
設
設
の
『
情
呆
掛
動
論
』

た
る
後
、
之
を
三
大
部
門
に
分
ち
、
『
経
済
自
運
動
緒
形
式
』

dw

ツ・

(
第
一
部
〉
、
『
景
気
諸
段
階
』
〔
第
二
部
)
、
及
び
吋
景
気
の
事
拍
車

系
列
』
(
第
三
部
)
を
諭
宇
る
。

第
一
部

E
更
に
三
章
に
分
ち
、
『
経
済
的
動
磁
』
(
第
一
堂
)
、

『
経
済
的
循
環
(
静
磁
)
』
(
第
二
章
)
、
『
経
消
的
活
動
の
棋
本
語

形
式
』
門
第
三
章
)
を
論
じ
、
経
岨
阿
諸
活
動
E
弐
の
如
く
分
類
す

る。

『
、
非
・
説
副
向
盟
動

一
回
き
り
の
麗
励
{
輔
諸
問
国
動
}
一
M
、
永
山
岡
的
甜
動

ニ
、
週
則
的
禁
制
一
M
、
岡
崎
的
制
叫
町
出
動
『
季
節
磐
醐
}

一
、
岡
崎
的
自
由
運
動
(
晋
録
曹
励
)

第
二
部
『
景
気
諸
段
階
』
は
問
章
よ
り
成
旬
、
『
従
来
の
段
階

区
分
』
(
第
四
章
〉
を
論
じ
て
、

ハ
ア
ヴ
ア

F
の
五
段
設
.

ピ
1
ト
ホ
ツ
フ
の
三
段
六
節
訟
に
封
し
て
、

四
段
設
を
主
張

し

各
段
階
に
封
し
て
『
一
貨
幣
側
」
お
よ
び
『
貨
物
側
』
の
特
徴
を

♀前決

喜望皇す
漣くと;集る
勤』亡循
の克正員以
j[がて矢下
式・る第の
が1・0 六=
王子 雪量
T 晃健
時・ 主主ヲ
目目・ 景丑
的・ 無期
分 Jlk弔波
析 態ム事力
と.!:ス
の景第
後策五

主婦;き
Z 度認 シ

ュ

第
二
十
八
巻

袋 ぴ勤て第
用後『とら三
E日反
哲雪翠束i九百
四品 一一、
『筒頭線L語且

首長言語j棄奏
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辺苧? 辛葉哲
語 t雪f 瓦主主充

四
士
O

の
地
温
勤
』
ハ
第
六
部
V

及
び
立
耳
筑
原
因
自
問
題
』
〈
第
七
部
)
よ

り
成
る
。

第
四
部
長
築
指
様
輸
は
、
『
一
般
景
気
指
楳
』
(
第
十
二
章
)
、

『
経
済
の
各
部
門
に
劃
す
る
指
棋
』
(
第
十
三
章
)
及
び
『
景
集
研

究
所
の
指
様
方
法
』
(
第
十
問
章
)
の
三
章
よ
り
成
り
、
此
の
最

ハ
ア
グ
ア
ド
以
下
の
『
車
一
方
式
日
(
車
線
陀

後
白
章
に
於
て
、

すよ
るる
2 と
ロ複
序拍

義写
612) J.. 

を'る
高主
調を
す問
るは
o -t-
) 

E 
F手
け
て

彼
れ
の
主
張

第
五
部
は
『
合
序
主
義
主
観
察
目
繍
』
〔
第
十
五
章
)
、
吋
農
業

景
気
と
工
業
景
集
と
の
閥
係
』
(
第
十
六
章
)
、
『
景
気
動
揺
に
於

け
る
外
岡
貿
易
』
(
第
十
七
章
可
「
信
用
の
景
朱
階
梯
』
(
第
十
八

章
)

w

『且凪
E

棋
の
経
過
に
於
け
る
物
慣
と
版
資
』
(
第
十
九
章
〉
の

a. a. 9. Einleitung. S. 1 
a. a. 9. ~inleitung. S. 1・
a. a. O. Vorwort， -IV 
Einheils(orLnel. 
Ordnungsprinzip. 
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五
章
配
合
む
。

と
l~量ZZ7 
グ司可L

EJ君
21 締
竺漣
一動
十』
章 E
~取

『扱
景ム
集第
白六

糟部
表は
王且 、
L ー司

t f主
主23ザ
話診t
i聖断i
但 E 官

度
』
(
第
二
十
一
章
〕
『
純
景
領
経
済
主
景
気
安
定
』
(
第
二
十
二

章
Y
『
景
気
政
策
の
方
法
』
(
第
二
十
コ
一
章
)
の
悶
章
よ
り
成

る。
第
七
郎
『
景
気
版
閣
の
問
題
』
は
、
昔
過
に
は
最
も
興
味
を
集

中
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
著
者
の
立
場
か
ら
は
殆
ん

E
重
嬰
脱

さ
れ
事
、
『
肉
果
諸
訟
の
分
類
』
(
第
二
十
川
章
)
と
『
世
界
魁
済

ur
フ
エ
し
V

の
額
勢
』
(
第
二
十
五
章
)
を
包
含
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

以
上
主
以
っ
て
前
後
二
幅
酬
を
終
へ
、
最
後
に
『
最
集
統
計
白

技
術
に
倒
す
右
手
引
』
主
題
し
て
、
「
方
法
及
び
材
料
」
に
闘
し

五
十
余
頁
に
わ
た
る
極
め
て
有
益
な
る
四
つ
の
附
絡
を
迫
加
し

て
ゐ
る
。
此
臨
も
亦
、
見
越
す
べ
か
ら
ぎ
る
本
書
白
一
一
特
色
と

言
へ
る
で
あ
ら
う
。

い
ま
R
Z
叫
押
す
べ
て
の
内
容
を
詳
細
に
紹
介
し
論
評
す
る
と
止

は
出
来
な
い
。
葱
で
は
た

r
彼
れ
の
見
解
の
特
徴
主
見
る
に
足

雑

ワ
』
グ
マ
シ
救
援
の
『
景
気
躍
動
論
』

銑

る
相
関
聯
せ
る
二
つ
の
髄
を
明
に
す
る
に
止
め
る
。

の
四
時
命
的
研
究
に
閥
し
、
二
は
彼
れ
の
脂
用
的
研
究
に
闘
す

一
は
彼
れ

る。
彼
れ
は
自
己
の
棋
本
的
見
地
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
之
主

ア
メ
リ
カ
の
景
気
研
究
及
び
ロ
シ
7
の
そ
れ
と
割
問
ず
る
。

彼
れ
に
従
へ
ば
、
『
此
の
プ
メ

H
カ
型
を
特
徴
づ
け
る
鮎
は
、

ノ
ハ
=
ズ
'

h

A

'

'

V

B

ネ

レ

そ
れ
が
経
済
生
活
主
主
と
し
て
機
構
し
と
し
て
、
強
大
た
機

h
w
i
L
P
9
 

闘
と
し
て
観
察
し
、
共
の
進
行
は
算
搬
出
現
的
方
訟
の
助
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
且
つ
強
測
さ
れ
得
る
・
と
危
す
献
に
あ
る
。
』
此
む

如
き
見
地
に
立
つ
時
は
、
営
然
陀
『
車
一
方
式
し
に
向
は
ね
ば
な

一
般
指
数
若
〈
は
間
中

ら
ぬ
。
『
か
h
る
車
一
方
式
を
探
求
し
、

一
指
棋
を
探
求
す
る
と
と
が
、
そ
れ
故
に
ア
メ

H
カ
の
研
究
に

〉

と
っ
て
特
に
特
徴
的
危
鮪
で
あ
る
。
』
皐
一
方
式
を
求
め
る
た
め

に
は
、
之
を
妨
害
す
る
諸
頃
議
l
ー
一
般
傾
向
、
季
節
費
動

ー
ー
を
消
却
す
る
こ
占
が
重
要
主
主
る
。

間
シ
ア
に
於
け
る
研
究
は
、

一
九
二

O
年
創
設
の
蛍
時
か

ら
、
肱

ιそ
れ
が
岡
家

ω経
済
指
埠
:
と
密
接
に
聯
結
せ
る
献
に

ア
メ
リ
カ
白
そ
れ
と
は
先
づ
組
織
上
に
相
遮
あ
る
と
と

於
て
、

第
二
十
λ
魯

第

鵠

一
一

四
七

a. a. O. S. 8. 
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世
河言

す
。一
機・
白色、 鋭
]二.
jζ 

於
℃ 
政は
府『
(f) =t 
粧ス
済プ
政フ

首11::/ 
@)ι》

方湖
@i" I車
を
興巴1I
へも
る(，l乞

ワ
ー
ゲ
マ
ン
敬
授
の
『
景
気
製
勤
諭
』

々
の
財
政
時
間
算
の
外
に
、

問
の
閥
民
経
済
強
算
の
制
成
ι
L
C
っ
て
、
一
の
草
閣
官
た
る
構
成

要
泌
を
成
し
て
ゐ
る
。
』
従
っ
て
叫
ロ
シ
ア
景
託
研
究
所
旧
活
動

伊
俳
に
於
け
る
制
殊
の
特
叫
制
止
し
て
、
そ
れ
が
批
判
に
著
し
く
一

般
的
の
経
済
的
強
民
主
い
ム
大
問
題
に
闘
心
し
て
ゐ
る
己
止
を

注
志
す
べ
曹
で
あ
る
。
』
ア
メ
リ
カ
の
方
法
に
於
で
は
、
『
一
般

傾
向
』
は
泊
却
さ
る
与
に
反
し
、
と
ミ
で
は
反
封
に
之
が
重
要

品
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
算
聖
括
的
方
法
に
棟
る
賠
は
、
同
者
に

共
泊
で
あ
る
が
、
『
併
し
此
の
場
合
恰
か
も
同
シ
ア
は
、
政
事

的
経
消
統
計
の
備
域
に
於
て
、
極
め
て
最
要
た
る
多
数
の
澗
立

の
業
績
を
誇
ら
か
に
所
有
し
て
ゐ
る
。
』

一
九
一
一
瓦
年
に
創
設
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
研
究
所
も
ま
た
、

叶
最
も
草
川
宵
た
形
式
的
根
抵
占
し
て
、
数
接
的
方
法
白
膝

m
E

。

承
け
つ
い
だ
c
』
が
併
し
『
此
の
場
合
、
ド
イ
ツ
に
於
て
は
、
他

ω諸
閣
に
於
け
る
そ
れ
主
は
、
本
質
的
に
国
別
さ
る
h

研
究
方

7

・・・・・

針
主
主
っ
た
。
』
ア
メ
リ
カ
の
一
育
仕
ピ
『
技
師
的
態
度
』
、

u
シ
ア

の
『
天
文
接
的
』
方
法
に
封
し
て
、
「
ド
イ
ツ
の
研
究
所
は
一
宮
は

部
二
十
λ
巷

四
じ

第
三
雄

t且

ば
叫
四
朗
唱
的
原
瑚
い
uλ

は
よ
り
よ
〈
は
有
機
的

l
l生
物
事
的
原

・8
9

現
を
代
表
す
る
0

』
然
ら
ば
有
機
的

1
l生
物
接
的
原
理
主
は
何

か
? 

四

此
の
見
地
に
於
て
は
、
『
園
民
経
済
は
一
の
や
砕
叫
阻
止
し
て

見
え
る
。

-
粧
摘
は
一
の
生
き
た
布
機
械
で
あ
り
、
た
ピ

に
動
帥
刷
物

ω生
物
間
企
同
じ
く
、
そ
の
総
て
の
部
分
の
明
按
た

聯
結
ー
ー
そ
の
嶋
崎

τ
の
機
能
白
密
接
本
協
同
、
相
互
開
聯
か
ら

起
る
聯
結

1
i
E有
す
る
の
み
左
ら
で
更
に
一
白
特
質
、
運

動
の
自
律
性
主

Lτ
表
現
し
得
べ
き
特
質
が
加
は
る
。
と
の
特

質
は
先
づ
第
一
に
拭
動
作
川
に
去
は
れ
る
。

有
機
的
漣

動
作
用
の
縦
過
、
方
向

期
間
ゐ
よ
ぴ
密
度
は

そ
れ
故
忙
機

質織
をの
有精
t 世;
るな
己叫タ
ク

ト

止
は
fii. 
1M 
1<: 

多
~P 
白
111 
1主

ズ

4‘ 
の
'~E 

『
経
済
の
有
機
的
運
動
の
自
律
性
は
、
州
問
消
が
外
部
か
ら
の

刺
識
や
影
響
を
如
何
に
受
取
る
か
の
方
訟
を
親
祭
す
る
場
合

。

に
、
最
も
明
ら
か

ι見
る
と
と
が
州
来
る
。
』
凹
も
此
の
場
合
、

外
部
的
影
響
は
常
に
単
な
る
刺
激
止
し
て
作
川
す
る
に
過
ぎ
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十
、
経
済
有
機
能
は
之
に
孤
立
の
加
工
主
加
へ
て
掛
取
す
る
。

従
っ
て
又
‘

政
治
事
費
、
戦
争
、
天
災
等
の
如
く
、
そ
の
性
質

主
程
度
に
於
て
甚
し
〈
具
な
る
外
部
的
院
響
を
受
け
て
も
、

『
制
似
油
開
は
恐
ち
く
山
山
広
間
松
山
方
訟

μ
於
て
泌
動
す
る
で
あ
ら

う
と
と
恰
も
心
臓
が
全
く
奥
危
る
手
段
|
|
化
皐
刊
た
る
と

す物
然主J)]!
るい1性
陀じた
巳 C[ る
部J あ主
前十るを
の己II)H日

露:早
自':f・ 1
J!. 
1~!J: IC 
i乙上
於つ
t て
は、

I司
外 i生三
官官 の
(1'，1 1)[ 
JlB 住
宅部 主
正 ;J~

都
知
・
と
強
度
を
計
算
し
て
、
粧
梢
に
針
す
る
そ
れ
の
窓
義
を

千1・If
機・ ‘ 
削・一
郎つ
閣の
に方
よ平E
る よピ
翻で
ま長表
はは
さ

Jlt う
のと
J品す
箇る
を
排
JF 
C， 
る。
悲
し

之
に
反
し
て

す
べ
て
白
総
桝
的
活
動
は
、
州
制
本
的
に
自
律
性
の
も
の
で
あ

り
、
此
の
意
味
に
於
て
内
生
的
自
も
の
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て

外
部
的
影
響
占
内
i

州
的
運
動
と
の
聞
に
は
、
何
等
白
計
算
し
得

べ
き
等
吐
閥
保
を
も
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
ピ
此
の
場

合
.
経
持
活
動
の
最
後
の
刺
激
、
最
後
の
励
悶
が
外
部
よ
り
来

る
乙
と
の
可
能
性
は
、
決
し
て
之
を
組
む
も
の
句
は
な
く
、
否

』
か
く
て
著
者

恐
ら
く
は
之
主
必
要
・
と
す
る
で
あ
ら
う
・•.. 

雑

ワ

3

V

Y

ン
政
投
目
『
貴
誌
捷
動
論
』

鋒

は
、
彼
れ
の
指
導
原
理
た
る
有
機
的
|
l
生
物
皐
的
原
理
白
含

む
『
テ

l
ゼ
若
く
は
よ
り
よ
く
は
ヒ
ポ
テ
l
ぜ
』
と
し
て
、
火
の

一
一
項
を
要
約
す
る
。

『
一
、
組
前
向
総
て
の
部
分
位
、
締
接
な
る
榔
簡
的
聯
結
に
於
て

存
在
す
る
。
此
壮
守
的
部
分
は
騎
山
相
な
る
一
山
シ
丸
一
ア
&
を
作
り
、
此

由
シ
ス
テ
ム
は
其
れ
自
身
内
法
則
に
支
醍
宮
れ
る
。

ヨ
一
.
井
部
か
ら
白
影
響
は
、
そ
れ
が
非
紹
問
的
輔
域
か
ら
車
る

と
他
。
融
持
値
か
ら
操
る
E
問
は
ナ
、
曜
に
刺
蹴
と
し
て
伺
川
す
る

に
止
ま
り
、
比
四
刺
描
が
鶴
情
宥
構
惜
に
於
て
臼
伸
向
な
連
副
宜
悲

き
旭
す
o
h
1亙

埋
論
に
於
け
る
特
械
は
、
必
然
に
肱
刷
論
に
於
け
る
彼
れ
の

召z襲
五 r

序~i暴
占.，.< 
I 吻 O

~>チ E
問 1

ζ プ弘

主で
主は
5Rア
ー「メ
る H
。カ

査の
し皐
干~j

機方
観式
に E
t足掛h
へ斥

』まし
て

都
済
憾
の
『
生
品
川
護
現
は
決
し
て
一
つ
の
鮎
か
ら
理
解
さ
る

べ
き
で
な
い
。
従
っ
て
た
ピ
一
つ
の
経
済
指
擦
を
利
用
し
て
経

済
診
断
を
訟
す
と
と
を
忌
避
す
る
J
経
済
指
擦
の
景
気
判
断
陀

封
ず
る
閥
係
は
、
恰
か
も
酷
酉
者
の
診
断
に
於
け
る
が
如
く
、

う
の
剖
診
白
栂
祇
に
は
、
多
数
白
診
断
法
が
融
市
在
ぜ
h
M
ば
な
ら

第
二
十
八
を

四
七

w 
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雑

総

ヲ
ー
ゲ
マ
シ
教
授
の
『
畳
績
優
勧
愉
』

断ぬ
か。

ιコ
議官
が斗
立
A てコ

言')( 
での

あ観
Q 袋
申込

ら

露
古1
立
ち

と
の
診

宜
際
の
粧
験
に
徴
す
る
も
、
『
料
済
の
進
行
た
る
も
の
は
、

若
し
苔
々
が
車
一
方
式
に
限
る
時
は
、
た
止
ひ
其
れ
が
一
般
指

撒
及
び
一
般
的
極
秘
指
制
限
の
場
合
に
於
け
る
が
仰
く
、
包
括
的

在
多
数
の
材
料
に
基
づ
〈
場
合
で
も

十
分
に
之
を
判
断
し
得

争
、
ま
た
在
確
に
之
を
知
る
と
止
は
杢
く
不
可
能
で
あ
る
。
此

ゐの
る方
』叫向

』亡

於
け
る
綿
て
の
試
み
は

今
日
ま
で
失
敗
に
蹄
L 
て

そ
と
で
ド
イ
ツ
研
究
所
の
努
力
は

多
数
の
鰹
消
指
標
よ
り

成
る
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
ぐ
る
に
あ
っ
た
。
そ
の
結
果

今
日
ま
で
に
作
り
上
げ
た
指
標
は
、
(
一
)
生
産
指
様
、
〔
二
)
就

業
指
数
、
(
=
一
)
在
庫
指
棋
、
ハ
四
)
岡
内
市
場
の
指
畑
町
止
し
て
の

外
岡
貿
易
(
五
)
事
業
指
標
、
(
六
)
信
用
指
様
、
〈
七
〕
三
市
場

指
様
、
九
八
〕
物
僻
指
様
で
あ
り
、
且
耳
等
は
何
れ
も
包
括
的
た
多

数
。
原
材
料
に
、
複
雑
な
加
工
を
加
へ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
少

左
か
ら
ぬ
挺
カ
ル
」
持
費
の
脇
で
あ
る
町
そ
れ
は
角
低
十
分
左
材

料
を
網
羅
せ
ざ
る
鮎
に
於
て
不
信
金
で
は
あ
る
が
、
併
し
此
の

第
二
十

λ
告

四
七
四

第

都

プミ

程
度
で
も
阪
に
『
是
等
の
指
棋
は
、
研
均
所
を
し
て
、
景
気
診

断
h
d

よ
ぴ
景
集
時
間
断
ま
で
も
訟
す
己
主
bz
特
さ
せ
、
と
れ
等
の

診
断
及
び
抽
出
断
は
、
今
日
ま
で
事
責
上
の
最
集
線
過
に
よ
っ

て
、
後
か

ι後
へ
と
十
分
に
確
越
さ
れ
て
ゐ
る
い
日
の
で
あ
る
。

畑
正
等
の
指
擦
は
又
た
ピ
材
料
の
あ
る
に
任
せ
て
出
鱈
目
に

作
り
上
げ
た
も
の
で
は
左
〈
、
此
書
の
最
初
に
倫
守
る
所
の
著

者
心
掛
法
的
ゆ
析
に
服
肱
L
て
、
一
定
の
純
情
秩
一
陪
に
昨
問
中
る

• 
も
の
で
あ
る
。
い
ま
是
等
一
系
列
の
指
標
に
基
づ
い
て
、
現
賞

の
経
憐
欣
態
を
判
断
す
る
た
め
忙
は
、
先
づ
『
景
策
経
過
の
模

型
的
様
相
』
を
示
す
所
白
『
義
去
ら
士
一
一
仰
の
こ

1
1

り
成
る
)
を
作
り
、
現
賓
の
諸
指
棋
を
之
止
針
服
せ
し
め
ね
ば

た
ら
ぬ
。

E
の
場
合
モ
己
忙
は
常
に
一
定
の
偏
侍
が
た
け
れ
ば

た
ら
ぬ
。
そ
れ
故
に
『
景
気
診
断
の
た
め
に
は
、
恰
か
も
批
の

偏
街
に
注
意
す
る
と
・
と
が
、
「
平
常
的
」
運
動
経
過
を
設
定
す
る

と
と
よ
り
も
.
時
に
よ
り
重
要
で
あ
る

it---景
気
が
将
来
如

何
に
綬
く
べ
き
か
は
、
此
の
偏
傍
か
ら
一
定
の
程
度
ま
で
推
論

さい
μ
る
ー
ー
と
の
限
り
に
於
て

る
凶

k
言
ム
。

一
般
に
噛
即
断
が
可
能
で
あ
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之
主
要
す
る
に
、

理
論
に
於
付
る
「
有
機
的

l
l生
物
躍
的

原
理
』
と
、
之
よ
り
必
然
に
端
る
防
の
肱
川
蹴
に
於
付
る
『
合
序

主
議
』
L

と
は
、
ベ
ル
リ
ン
研
抗
幅
削
由
一
貫
せ
る
根
本
的
恥
微
で

あ
り
、
同
時
に
此
省
の
シ
ス
テ
ム
主
流
る
L
生
命
で
あ
る
。
ぃ

ま
之
に
封
す
る
批
評
は
姑
く
訟
宮
、
断
月
的
現
輪
自
説
列
ー
過

Z
い
も
の
や

J
科
買
の
佐
官
終
始
す
る
見
の
附
に

あ
っ
て
、
此
蓄
が
一
段
の
光
彩
を
放
ち
得
る
川
以
は
、
主
主
し

て
此
の
魁
に
あ
る
も

D
t思
は
れ
る
。
(
問
、

一、一

O
J


